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先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病に対する 

医療および移行期医療支援に関する研究 
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 研究要旨 
視覚聴覚二重障害を有する患者の移行期医療において、耳鼻科と

眼科の移行時期の違いが生じることがある。円滑な移行に必要な

点として、小児科、耳鼻科、眼科いずれの診療科も移行医療を意

識した小児診療を行うことがあげられる。 
 
 
Ａ．研究目的 
視覚聴覚二重障害を有する難病患者に対して、

耳鼻科と眼科の移行時期が異なる場合に小児医

療から成人医療への移行を円滑に進めることが

可能か明らかにすること 
 
Ｂ．研究方法 
複数の施設の共同研究者が自施設の経験から現

状を分析し、耳鼻科と眼科の適切な移行時期に

関する研究をおこなった。 
 
(倫理面への配慮) 
 研究によって知りえた事実については患者の

プライバシーに十分配慮する。 
 
Ｃ．研究結果   
二重障害を有する患者は知的障害、全身疾患な

ど重複障害を有することが多い。そのため耳鼻

科や眼科主導による移行支援が行われることは

少ない。成人医療への移行は、積極的な治療が

終了し、全身状態が安定している時期に合わせ

て行われていることが多い。そのため、主科で

ある小児科の移行時期に、それぞれの科も並行

していることが多かった。 
また、障害基礎年金に該当する場合は、２０歳

時に小児医療施設への相談を担当していること

がある。 
 
Ｄ．考察 
聴覚、視覚いずれか優位とする感覚を用いた

コミュニケーション方法を活用しながら、個々

の症例の自立支援、成人医療への転科支援を行

う 

 
成人医療への移行の時期は全身疾患にかかわ

る主科に合わせる場合が多いが、疾患の状態が

落ち着いている時期に行うため、診療科によっ

てそれぞれ異なる場合もある。 
  
成長にあわせて定期的にフォローする小児医療

と成人医療の違いを踏まえて、小児科、耳鼻

科、眼科いずれの診療科も移行医療を意識して

小児診療を行うことが円滑な移行には必要であ

る。 
 
Ｅ．結論 
視覚聴覚二重障害を有する難病患者では、それ

ぞれの診療科の疾患に対する治療を優先するこ

とから、耳鼻科と眼科の移行時期が異なる場合

がある。 
 
Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 
 該当なし 
2. 学会発表（発表誌名巻号・頁・発行年等も記
入） 
該当なし 
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む。） 
1. 特許取得  
該当なし 
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